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1.　はじめに

波長分割多重（WDM）光伝送システムにおいて，光増幅に分
布型WDM励起ラマンアンプを用いれば低雑音化，利得の広帯
域化に有効である

近，励起波長を逐次増加するアヤ薬一方，所定の利得特

性を得る励起波長の決定のために、重ね合わせの手法が過去に
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